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前
回
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
と
現
状
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
低

下
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

更
に
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
向

上
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

今
回
は
そ
の
食
料
自
給
率
低
下
の
要

因
及
び
、
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
。

長
期
的
要
因

食
生
活
の
大
き
な
変
化

漓
我
が
国
の
食
料
自
給
率
が
低
下
し
た

主
な
原
因
は
、
長
期
的
に
は
、
我
々
日

本
人
の
食
生
活
の
大
き
な
変
化
と
考
え

ら
れ
る
。

滷
１
人
１
年
当
た
り
の
供
給
純
食
料
で

見
る
と
、
ほ
ぼ
40
年
間
に
、
国
内
で
自

給
可
能
な
米
の
消
費
量
が
、
ほ
ぼ
半
分

に
な
っ
た
の
に
対
し
、
国
内
で
生
産
が

困
難
な
、
飼
料
穀
物
や
油
糧
原
料
（
大

豆
、
な
た
ね
）
を
使
用
す
る
、
畜
産
物

は
５
倍
、
油
脂
類
は
３
倍
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。

短
期
的
な
要
因

需
要
や
用
途
の
変
化
に
国
内
生
産
が

対
応
で
き
な
く
な
っ
た

漓
中
食
･
外
食
等
、
食
の
外
部
化
・

サ
ー
ビ
ス
化
が
進
む
中
で
、
均
一
・
大

量
か
つ
安
価
な
輸
入
農
産
物
や
食
品
へ

の
需
要
が
高
ま
り
、
相
対
的
に
国
産
の

農
産
物
や
食
品
へ
の
需
要
が
減
少
す
る

傾
向
に
あ
る
。

滷
さ
ら
に
、
国
内
で
は
、
都
市
化
の
進

行
に
よ
る
農
地
の
減
少
や
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、若
者
の
農
業
離
れ
に
よ
る
、

生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
、
農
業
生
産
の

基
盤
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。

最
近
の
食
生
活
の
変
化
は
、
食
料
自

給
率
の
低
下
に
加
え
、「
日
本
型
食
生

活
」
の
崩
壊
を
も
招
い
た
。

「
日
本
型
食
生
活
」
と
は
か
つ
て
わ

が
国
で
多
く
見
ら
れ
た
、
米
等
の
穀
類

を
中
心
と
し
て
魚
介
類
、
畜
産
物
、
野

菜
、
果
物
等
多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ

せ
て
摂
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
食
生
活

で
あ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
優
れ
て
い

る
と
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
栄
養
素
別
摂
取
割
合

は
、
主
食
の
主
体
と
な
る
糖
質
（
炭
水

化
物
）
が
減
少
し
、
脂
質
が
増
加
し
た
。

こ
の
よ
う
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ

か
ら
、
生
活
習
慣
病
等
の
健
康
面
へ
の

影
響
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
人
の
健
康
の
維
持
・

増
進
の
た
め
に
も
、
現
在
の
食
生
活
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
一
方
に
お
い
て
食
品
の
調
理

残
渣
・
食
べ
残
し
や
賞
味
期
限
切
れ
等

の
、
大
量
の
食
品
廃
棄
物
の
増
加
と
い

う
、
環
境
面
へ
の
悪
影
響
も
発
生
し
て

い
る
。
食
生
活
の
変
化
が
、
食
料
を
大

事
に
す
る
日
本
人
の
食
習
慣
ま
で
も
変

え
つ
つ
あ
る

現
在
既
に
、
世
界
中
で
は
８
億
人
も

の
人
々
が
飢
餓
や
栄
養
不
足
に
直
面

し
、
今
後
の
世
界
的
な
人
口
増
加
や
、

発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
が
予
測
さ

れ
、
食
料
需
要
は
大
幅
に
増
加
す
る
。

続
・
食
料
自
給
率
に
つ
い
て

食
料
自
給
率
低
下
の
要
因

図１　食生活の変化

食
生
活
の
変
化
に
よ
る
影
響
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政
府
は
、
新
た
な
『
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
』
を
策
定
し
、
国
民
の

健
康
維
持
・
増
進
に
不
可
欠
な
食
生
活

の
見
直
し
を
促
進
す
る
。

国
民
に
対
す
る
食
料
の
安
定
的
な
供

給
に
つ
い
て
、
世
界
の
食
料
需
給
及
び

貿
易
が
不
安
定
な
要
素
を
有
し
て
い

る
。生

産
面
に
お
い
て
、
国
内
の
農
業
生

産
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

こ
れ
と
輸
入
・
備
蓄
と
を
適
切
に
組
み

合
わ
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
加
工
食
品
や
外
食
を
利
用
す

る
機
会
が
増
え
、
そ
れ
に
国
産
農
産
物

が
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
一
定
の
品
質
・

一
定
の
価
格
で
安
定
的
に
供
給
す
る
、

消
費
者
・
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

役
割
を
担
う
生
産
を
促
進
す
る
。

消
費
面
で
は
、
国
民
の
健
康
の
維

持
・
増
進
等
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
食

生
活
の
指
針
と
し
て
の
役
割
を
は
た

す
。こ

の
よ
う
に
、
生
産
・
消
費
両
面
の

取
組
に
よ
り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

そ
の
基
本
計
画
に
お
い
て
食
料
自
給

率
の
目
標
を
定
め
る
べ
き
旨
を
規
定
し

て
い
る
。

将
来
的
に
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自

給
率
を
５
割
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
つ
つ
、実
現
可
能
性
を
考
慮
し
て
、

10
年
後
の
平
成
27
年
度
に
は
45
％
と
す

る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
目
標
設
定
を
基

本
と
し
つ
つ
も
、
カ
ロ
リ
ー
の
比
較
的

低
い
野
菜
や
果
実
、
飼
料
の
多
く
を
海

外
に
依
存
し
て
い
る
、
畜
産
の
生
産
活

動
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
飼
料
自
給
率

及
び
生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
も

目
標
化
し
た
。

自
給
率
向
上
に
向
け
、
国
は
勿
論
、

地
方
公
共
団
体
、
農
業
者
、
農
業
団
体
、

食
品
産
業
者
、
消
費
者
・
消
費
者
団
体

が
、
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
主
体
的

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
、日
本
人
の
食
生
活
の
変
化
で
、

食
を
大
事
に
し
た
古
来
の
食
文
化
・
食

習
慣
が
、
急
激
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の

は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

（
資
料
）
農
林
水
産
省
「
食
料
自
給

率
関
連
資
料
」

（
中
小
企
業
診
断
士
　
布
施
光
義
）

図２　栄養バランスの推移

食
料
自
給
率
の
向
上

食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
た
役
割

図４　関係者の主体的取組

図３ 平成27年度の食料自給率目標




